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＜連絡事項＞

看護グループ研修について
テーマ：「救急対応」
講師　：市島SGM、福田Ns、小笠原Ns、谷藤SGM、宮澤JGM
日時　：6月17日（水）・18日（木）　17：30～18：30
場所　：メンタルケア3階会議室
対象　：全スタッフ
　　　　一次救急と二次救急の動きについての研修となります。
　　　　動きやすい服装での参加をお願い致します。
　　　　　各自筆記用具を持参の上参加して下さい。
・２階Ｃユニット階段通路のにおい対策について

現在、汚れ物衣類のＢＯＸを置き、各勤務帯で確認し洗濯場へ出し、処理しています。

　時折、悪臭がする事がある為以下の事を徹底して下さい。

1 衣類・汚染シーツのＢＯＸや袋はきちんと閉じる。

2 汚れ・においの強い衣類・リネンは汚物処理室で下洗いをし、小さい袋に入れ直ぐに洗濯場へ出す。

3 各勤務帯、休憩前後に必ずＢＯＸ内を確認し処理をする。

＜患者様連絡事項＞

・和田　敦子様～臨時薬継続処方。以後定期処方となっています。引き続き日中の活動、精神状態や夜間の睡眠状態、所在の確認していきましょう。

現在、嗜好品について本人管理としています。しかし、摂取時間、場所、摂取量判断の自己管理能力が低下しています。その為、嗜好品購入についたスタッフは当日に摂取できる量の購入をお願いします。今後の様子を見て、スタッフ管理の必要も検討していきます。

　　　　　　　　　なお、入院時、本人から御家族へ頻繁に電話連絡する事があり、御家族から控えて頂きたいとの要望ありました。しかし、電話制限は出来ない為、御家族へは電話制限出来ない事を説明し理解を促していきましょう。

本人の電話要求があった際はどのような用件か伺い、何度も同じ内容で電話をする事が無いように関わっていきましょう。また１週間に２回のペースで面会に来て頂けると御家族様が話していましたので、伝達用件をまとめておき、面会時に伝える事が出来るような方法も検討していきましょう。

　　　　　　　

　・上村　昭吾朗様～長男様より電話があり。現在の病状と身体管理が必要となっている事伝えています。今後の治療方針について話をしたいとの事。　　　　　　　　

都合のよい日時を調整し、受け持ち担当が奥様へ連絡します。
・三浦　ツマ様～本人宛に印鑑証明等の書類が届いています。本人１人では判断し処理出来ず、御家族様が対応する必要がある為、山田ＰＳＷへ連絡し渡しています。今後、印鑑証明等の書類や保険など、本人様の資産・金銭に関わる事は必ず山田ＰＳＷへ連絡し対応して下さい。

　　　　　　　　　

＜受持ち患者様ＮＣＰ評価・検討、施設入所検討＞
・櫛桁　武男様～現在も物品の収集見られます。特に衣類や寝具に関してのこだわり見られており、同室患者様の衣類や寝具を自分のベット周囲へ収集する事あります。スタッフは所在や物品の確認をし、収集している所を発見した際は、興奮させる事のないようさりげなく元の場所に返却し、行動に関しては責める事のないよう対応し、精神症状の悪化及び事故防止に努めていきましょう。

· 谷内　愛子様～身体のほてり訴えあり、臥床時、本人用のアイスノンを使用しています。　　　　　　

　　　　　　　　　今までは、自己管理としていましたが、本人自室不在時、徘徊患者様が他室侵入し中身を裂こうとする事ありました。その為、離床時にスタッフが預かり管理する必要性について話をしています。

　　　　　　　　　　スタッフ管理の理由について、話をすると理解されていますが、スタッフを替え自己管理したいとの訴えされる事あります。

　　　　　　　　　　理由について説明すると理解できる患者様ですので、布団に横になる時のみ使用する事を徹底し、対応していきましょう。　
· 市橋　ひで様～徘徊する事による転倒や他者トラブルが見られていました。

　　　　　　　　　しかし、現在は自ら立ち上がろうとする行動は無く、日中は車椅子座位にて落ち着いて過ごされています。言語による訴えは出来ませんので、スタッフがこまめに観察しＡＤＬの維持及び身体状態の悪化を予防していきましょう。家族関係についてですが、御家族様が直接面会せず、本人の衣類を受取りに来られたり、オムツを置いて行かれる事が多いです。少しの時間だけでも良いので、面会し本人様の状態だけでも把握出来るような関わりを持てるよう、スタッフ側の声掛けをお願いします。　　

・木村　敏様～自宅退院は御家族が困難（日中看る家族がいない）であり、三戸の施設申し込んでいます。現在空室待ちです。
・坂本　良雄様～現在、精神状態落ち着いており、身体状態も安定している為、

　　　　　　　　施設入所を検討していきます。受け持ち担当スタッフは御家族様に連絡し、施設入所についての話をしてみて下さい。







